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              Houses and building estate of the sloping ground have suffered serious damage on the Genkai Island by 
the Fukuoka-ken Seiho-oki Earthquake in March 2005. It has been started construction the recovery 
business in March, 2006, and it is canceled shelter life by reconstructed houses in March, 2008. This 
research is send out questionnaire about the evaluation of the business or the future of the island for the 
inhabitants and compared the result in January, and December, 2006. As a result, the life was restored, but 
a new problem was appeared an anti-gale measure and a tourist industry, and it developed uneasiness for 
activating of island. 
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 玄界島は，福岡市内中心部から北西部約 20km 沖に位
置し，博多湾の入り口に浮かぶ周囲 4.4km，面積
1.14km2 の島である．博多湾側の斜面地に家屋が密集し，
震災前(平成 17 年 2 月 28 日，住民基本台帳)の人口は，
232 世帯，700 人であった． 
平成 17 年 3 月 20 日午前 10 時 53 分に発生した福岡県
西方沖地震により，最も揺れと被害が大きかった玄界島
では斜面地の家屋が壊滅的な被害を受けた(写真－1)．住
家被害は全壊 107 棟，半壊 46 棟，一部損壊 61 棟となっ
ており，家屋の 90％以上が被害を受けた．また，住宅
周辺のブロック塀，石垣，擁壁の被害も甚大であった．






















地の被害が大きく，余震の恐れもあることから 3 月 20

































等の意向調査を繰り返し，平成 18 年 1 月 14 日に復興計
画が玄界島復興対策検討委員会によりまとめられ，同年
1 月 28 日に行われた第 5 回島民総会で島民に承認された．
同年 3 月 16 日に復興事業の第一歩として，斜面地にあ
る家屋の解体工事に着手した．主な事業は，施工面積約




























































































えた島民が，平成 18 年 1 月では 35.8%，同年 12 月が
















のように平成 18 年 1 月では「かなり反映された」が



























































項  目 
地震後(N=101) 地震前(N=101)  
人 ％ 人 ％ 
漁業 65 64.4  72 71.3  
無職(年金等) 21 20.8  14 13.9  
公務員 7 6.9  8 7.9  
その他 4 4.0  4 4.0  
サービス業 3 3.0  2 2.0  
卸売･小売業 1 1.0  1 1.0  
農林業 0 0.0  0 0.0  
製造業 0 0.0  0 0.0  




















































































18 年 12 月では「はい」と答えた世帯は 40.5%であった
 
 















平成 18 年 12 月では「見当がつかない」が 32.6%を占め
































人 ％ 人 ％
平成19年1月～12月 29 31.5 24 23.8
平成20年1月～12月 27 29.3 72 71.3
平成21年以降 2 2.2 0 0.0
その他 4 4.3 0 0.0














はい 27.6 10.5 30.5
いいえ 8.6 12.4 9.5
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多くなる 変わらない 少なくなる わからない
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